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応用広がるメタボローム解析技術
山形県庄内地方筒部に

位置する鶴関市は、庄内

米やダダチヤマメ{鶴飼

在来のエダマメ)などの

農作物を特産品とする人
口約14万の織方S市.現 キャピラリー電気泳動賞畳分析量産自E

在、厳先錨草理学緩衝の録点とし Bが開発した 「キャピラリー電

て注目を集めている。 気詠郵質量分析装置」を用いた

震綴大が.岡市に研究促煮

慶際電量怠大学先調由自主命制学研

究所 (IABlIま、同大学が

2001年4月、首都間以外に初め

て側般した鶴岡タウンキャンパ

スに立地し、側広い生命税学研

究を行っている。なかでもIA

メタポローム解析銭術lま、医療

から農業までさまざまな分野で

応用されつつある。

メタポローム解析はポストゲ

ノム技術のーつ。生体内に合ま

れる代謝物(低分子4じ合物)を
網緩的にmぺる手法だ.代鮒物

には、生命の維持に必須なアデ

ノシン三リン酸などのエネルギ

ー源や、遺伝子やタンパク質を

構成するヌクレオヂドやアミノ

酸などが合まれ、これらを一斉

に測定することで主体の特性を

明らかにできる。

主にIABで行われている医

11分野のメタポローム解訴によ

り、急性肝炎のバイオマーカー

や血液中の磁化ストレスマーカ

国が発見された。昨年報告され

た唖液からがんを検出する銭術

開発は、記憶に怒しい。

ー方、編物・農業分野へのメ

タポローム解析の応用研究は、

恕化学研究所植物税学研宛セン

ターが懸賞した鶴間分.~、山形

大学農学部(鎗罵市}およびI

. 1B1Il13刷用問鱒開閉

s 

ABによって、山形産米新品種

fつや簸Jのおいしさの解朗や

ダダチャ豆特有の成分分析、音量

類が作り出す代謝物の細胞内局

在住の稽際など多くの成果が報

倍されている。

ハイテクと地場産業方治会

1 ABIまメタボローム解祈拠

点では世界でもト7プクラスの

規11.閥解祈の国際・白内の学

会も、.岡市で過去に複数回開

かれた.医療分野におびる応用

研究の一部は、・関市や山形県

の病院と共同で行われている。

.Q調書分野では山形大学農学部

だげでなく、県やT官のAj量産宣験
織やJA・問、さらに潟元の食
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品メーカーなどと協力した研究

が行われている.市民向。セミ

ナーも線lこ開かれ、・岡市は

まさに 「メタボローム解折の

町ー 。優先鎗研究と量主婦産業が

結びついている東北のー勉方都

市が世界的にe知される日も遠

くないであろう。
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次回は12，Ej21日に燭般


